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一
．
は
じ
め
に

　

本
論
は
中
古
・
中
世
散
文
作
品
に
お
け
る
「
カ
ク
テ
」
と
「
サ
テ
」

の
機
能
の
差
異
に
つ
い
て
実
証
的
に
述
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
指
示
副
詞
の
「
カ
ク
」
や
「
サ
」
に
接
続
助
詞
「
テ
」
の
付

い
た
語
構
成
を
持
つ
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
は
副
詞
、
接
続
詞
、
感
動

詞
な
ど
と
し
て
は
た
ら
く
が
、
先
行
研
究
で
は
両
語
の
機
能
の
類
似
性

が
多
く
注
目
さ
れ
、
そ
の
差
異
性
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な

か
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
そ
の
差
異
性
に
つ

い
て
も
注
目
し
、「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
類
似
性
と
差
異
性
に
つ
い

て
用
例
よ
り
偏
り
な
く
述
べ
る
こ
と
で
先
行
研
究
を
補
完
す
る
こ
と
を

目
指
す
。二

．
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

　
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
は
そ
の
形
態
や
機
能
の
類
似
性
か
ら
、
渡
瀬

茂
（
一
九
八
一
）、
糸
井
通
浩
（
一
九
八
七
）、
西
田
隆
政
（
一
九
九
九
、

二
〇
一
〇
）、
岡
﨑
友
子
（
二
〇
一
一
）
な
ど
が
議
論
を
し
て
き
た
。

渡
瀬
、
糸
井
、
西
田
は
物
語
の
叙
述
の
方
法
や
文
体
と
の
関
わ
り
か
ら

「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
岡
﨑
は
両
語
の

指
示
詞
か
ら
接
続
語
へ
の
展
開
を
通
時
的
に
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

中
で
特
に
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
差
異
を
取
り
上
げ
た
の
は
糸
井
（
一

九
八
七
）
で
あ
る
。
こ
の
中
で
糸
井
は
「
カ
ク
テ
」
と
「
サ
テ
」
の
両

語
を
、
中
古
の
歌
物
語
作
品
中
で
の
和
歌
と
の
位
置
関
係
に
お
い
て
考

察
し
、「
カ
ク
テ
」
が
和
歌
の
後
に
、「
サ
テ
」
が
和
歌
の
前
に
置
か
れ

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、「
節
目
節
目
を
示
し
て
い
く
接
続
語『
か
く
て
』

に
対
し
て
、（
略
）
具
体
的
に
ど
ん
な
反
応
や
行
動
を
と
っ
た
か
と
い

う
関
心
事
を
叙
述
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
『
さ
て
』
と
あ
ら
た
ま
っ
て
見

せ
る
」（
糸
井
・
同
、
九
一
頁
）
と
い
う
叙
述
方
法
の
違
い
を
述
べ
て

い
る
。
こ
れ
は
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
用
例
の
一
部
が
示
す
個
別
的

な
特
徴
を
示
し
た
大
変
貴
重
な
指
摘
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
は
そ
れ
を

踏
ま
え
、
①
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
機
能
の
差
異
を
用
例
か
ら
実
証

的
に
述
べ
、
さ
ら
に
②
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
機
能
の
差
異
が
何
に

中
古
・
中
世
散
文
作
品
に
お
け
る
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
機
能
の
差
異

百
瀬�　

み
の
り
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起
因
し
て
い
る
の
か
を
述
べ
る
こ
と
と
し
、
先
行
研
究
を
補
完
し
た
い
。

三
．
接
続
助
詞
「
テ
」
に
つ
い
て

　

ま
ず
両
語
の
語
構
成
を
確
認
し
て
お
く
。

　
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
は
共
に
、
指
示
副
詞
「
カ
ク
」、「
サ
」
に
接

続
助
詞
「
テ
」
が
付
い
た
形
を
も
つ
。
岡
﨑
（
二
〇
〇
二
）
は
中
古
の

指
示
副
詞
「
カ
ク
」
は
照
応
用
法
と
直
示
用
法
が
、
同
じ
く
中
古
の
指

示
副
詞
「
サ
」
は
照
応
用
法
と
観
念
用
法
が
そ
の
主
な
用
法
で
あ
る
と

す
る（

（
（

。
ま
た
、
接
続
助
詞
「
テ
」
に
つ
い
て
山
口
は
『
古
代
接
続
法
の

研
究
』
で
、「「
て
」
の
接
続
表
現
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
意
味
関
係

は
並
列
性
で
あ
り
、
継
起
性
・
共
存
性
も
、
そ
の
う
ち
ど
ち
ら
か
が
常

に
並
列
性
と
両
立
す
る
点
で
、
並
列
性
の
関
係
に
次
い
で
基
本
的
で
あ

る
と
い
え
る
。」（
同
二
六
八
頁
）
と
し
た
。
さ
ら
に
山
口
は
「
そ
れ
自

体
と
し
て
は
関
係
表
示
に
き
わ
め
て
消
極
的
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
れ
を
手
段
と
し
て
活
か
せ
ば
、
逆
に
ど
の
よ
う
な
意
味
関
係
を
も
文

脈
に
依
存
す
る
か
た
ち
で
表
せ
る
と
い
う
の
が
、「
て
」
の
接
続
形
式

と
し
て
の
い
わ
ば
個
性
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。」（
同
二
六

九
頁
）
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
「
て
」
は
、「
修
飾
句
と
し
て
、
状
態
・

手
段
・
方
法
な
ど
を
表
す
。」（『
角
川
古
語
大
辞
典
』「
て　

接
続
助
詞
」

の
項
、
五
〇
四
頁
）
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
よ
り
接
続
助
詞
「
て
」
に
は

状
態
を
表
す
副
詞
節
を
構
成
す
る
は
た
ら
き
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
考
え
に
則
り
本
稿
も
、「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」は
指
示
副
詞「
カ

ク
」、「
サ
」
に
接
続
助
詞
「
テ
」
が
付
い
て
、「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」

と
な
り
副
詞
節
を
導
く
よ
う
に
な
っ
た
形
式
と
し
て
考
え
る
こ
と
と
す

る
。

四
．「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
通
時
的
な
状
況

四
．
一
．�

中
古
・
中
世
の
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」（
用
例

数
の
状
況
）

　

ま
ず
、
中
古
・
中
世
散
文
作
品
中
の
「
カ
ク
テ
」
と
「
サ
テ
」
の
用

例
数
を
確
認
す
る
。（
表
一
）
～
（
表
四
）
は
中
古
・
中
世
散
文
作
品

中
に
お
け
る
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
用
例
数
で
あ
る
。
用
例
は
「
カ

ク
テ
」、「
サ
テ
」が
文
に
現
れ
る
位
置
の
別
に
よ
り
、【
地
の
文
・
文
頭
】、

【
地
の
文
・
文
中
】、【
非
地
の
文
・
文
頭
】、【
非
地
の
文
・
文
中
】
の

別
に
示
す
。
な
お
、
こ
こ
で
【
非
地
の
文
】
と
は
【
対
話
文
】、【
心
内

話
文
】、【
消
息
文
】
を
指
す
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
作
品
名
は
表
中
で

は
略
し
て
示
し
、『
大
和
』
は
『
大
和
物
語
』、『
平
中
』
は
『
平
中
物
語
』、

『
う
つ
ほ
』
は
『
う
つ
ほ
物
語
』、『
落
窪
』
は
『
落
窪
物
語
』、『
枕
』

は
『
枕
草
子
』、『
源
氏
』
は
『
源
氏
物
語
』、『
堤
』
は
『
堤
中
納
言
物

語
』、『
浜
松
』
は
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』、『
住
吉
』
は
『
住
吉
物
語
』、

『
と
り
か
へ
』
は
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』、『
保
元
』
は
『
保
元
物
語
』、

『
平
治
』
は
『
平
治
物
語
』、『
平
家
覚
一
』
は
『
平
家
物
語
』・
覚
一
本
、

『
平
家
天
草
』
は
『
天
草
版
平
家
物
語
』、『
狂
言
』
は
『
狂
言
集
』
を

指
す
。（
以
下
同
。）
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
中
古
・
中
世
に
成
立
し
た
と

さ
れ
る
散
文
の
物
語
作
品
を
中
心
に
選
択
し
た
も
の
で
あ
る
。
用
例
は

「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
に
注
目
す
る
も
の
で
、「
カ
ク
テ
モ
」、「
サ
テ
ハ
」



― 39 ―

中古・中世散文作品における「カクテ」、「サテ」の機能の差異（百瀬）

（
表
一
）
中
古
散
文
作
品
中
の
「
カ
ク
テ
」
の
用
例
数

位置
資料

地の文
・文頭

地の文
・文中

非地の文
・文頭

非地の文
・文中

計

『大和』 35 2 0 3 40

『平中』 4 0 0 1 5

『うつほ』 453（ ２） 8 1 65 527

『落窪』 14 1 5 10 30

『枕』 0 0 0 2 2

『源氏』 20 19 15 62 116

『堤』 0 0 0 3 3

『浜松』 2 2 2 23 29

計 528 32 23 169 752

（
表
二
）
中
世
散
文
作
品
中
の
「
カ
ク
テ
」
の
用
例
数

位置
資料

地の文
・文頭

地の文
・文中

非地の文
・文頭

非地の文
・文中

計

『住吉』 3 0 0 1 4

『とりかへ』 1 2 3 24 30

『保元』 5 1 0 1 7

『平治』 2 0 0 1 3

『平家覚一』 17 1 6 5 29

『平家天草』 0 1 0 1 2

『狂言集』 0 0 0 0 0

計 28 5 9 33 75
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位置
資料

地の文
・文頭

地の文
・文中

非地の文
・文頭

非地の文
・文中

計

『住吉』 28 0 3 2 33

『とりかへ』 0 1 4 11 16

『保元』 0 0 4 3 7

『平治』 4 0 1 0 5

『平家覚一』 29 1 34 5 69

『平家天草』 44 3 27 2 76

『狂言集』 0 0 92 1 93

計 105 5 165 24 299

（
表
四
）
中
世
散
文
作
品
中
の
「
サ
テ
」
の
用
例
数

（
表
三
）
中
古
散
文
作
品
中
の
「
サ
テ
」
の
用
例
数

位置
資料

地の文
・文頭

地の文
・文中

非地の文
・文頭

非地の文
・文中

計

『大和』 38 0 1 0 39

『平中』 35 5 4 0 44

『うつほ』 33 7 105 25 170

『落窪』 4 1 16 3 24

『枕』 27 7 8 2 44

『源氏』 17 11 39 36 103

『堤』 0 1 5 0 6

『浜松』 2 1 4 5 12

計 156 33 182 71 442
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な
ど
の
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
に
係
助
詞
が
付
い
た
形
式
は
考
察
の
対

象
に
含
め
な
い
も
の
と
す
る
。

　

以
下
、
用
例
は
『
天
草
版
平
家
物
語
』
は
『
天
草
版
平
家
物
語
対
照

本
文
及
び
総
索
引
本
文
篇
』、
そ
れ
以
外
の
作
品
は
全
て
『
日
本
古
典

文
学
全
集
』（
小
学
館
）
か
ら
採
り
、
頁
数
は
該
当
す
る
用
例
の
掲
載

さ
れ
て
い
る
頁
を
表
す
。
傍
線
は
全
て
論
者
に
よ
る
。

　
（
表
一
）
～
（
表
四
）
の
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
用
例
数
の
合
計

を
時
代
毎
に
比
較
し
た
も
の
が
（
表
五
）
で
あ
る
。

　

中
古
で
は
「
カ
ク
テ
」
が
「
サ
テ
」
に
比
し
て
1
・
7
倍
使
用
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
中
世
で
は
「
カ
ク
テ
」
は
「
サ
テ
」
の
1
／
4
の

使
用
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
よ
り
、「
カ
ク
テ
」
は
中
古
、「
サ
テ
」
は
中
世
で
よ
り
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
用
例
数
の
比
よ
り
両
語
の
使
用

を
比
較
す
る
と
、「
サ
テ
」
の
中
世
に
お
け
る
使
用
が
著
し
い
こ
と
も

観
察
で
き
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
両
語
が
現
れ
る
文
の

位
置
と
い
う
観
点
を
採
用
し
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。（
グ
ラ
フ
一
）
は
、

中
古
と
中
世
に
お
け
る
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
使
用
の
、
そ
れ
が
現

れ
る
文
の
位
置
別
の
状
況
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

四
．
二
．�

中
古
・
中
世
の
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」（
現
れ

る
文
の
位
置
別
の
状
況
）

　

中
古
で
は
「
カ
ク
テ
」
が
「
サ
テ
」
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

先
に
確
認
し
た
が
、（
グ
ラ
フ
一
）
よ
り
、【
非
地
の
文
・
文
頭
】
に
お

（
表
五
）
中
古
・
中
世
の
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
用
例
数
の
比

「カクテ」用例数 「サテ」用例数 用例数の比

中古・「カクテ」752 中古・「サテ」442 1．7：1

中世・「カクテ」75 中世・「サテ」299 1：4
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（
グ
ラ
フ
一
）
中
古
の
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」（
現
れ
る
文
の
位
置
別
）

169

23

32

528

71

182

33

156

0 200 400 600

【非地の文・文中】

【非地の文・文頭】

【地の文・文中】

【地の文・文頭】

中古「サテ」

中古「カクテ」

（
グ
ラ
フ
二
）
中
世
の
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」（
現
れ
る
文
の
位
置
別
）

※
（
グ
ラ
フ
一
）、（
グ
ラ
フ
二
）
共
に
、
グ
ラ
フ
内
の
数
値
は
用
例
の

実
数
を
表
す
。

33

9

5

28

24

165

5

105

0 50 100 150 200

【非地の文・文中】

【非地の文・文頭】

【地の文・文中】

【地の文・文頭】

中世「サテ」

中世「カクテ」
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い
て
は
「
サ
テ
」
が
「
カ
ク
テ
」
の
約
八
倍
（「
カ
ク
テ
」
23
：「
サ
テ
」

182
で
、
約
1
：
8
）
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
ら
に
（
グ
ラ
フ
二
）
よ
り
、【
地
の
文
・
文
頭
】
と
【
非
地
の
文
・

文
頭
】
に
お
い
て
、
同
じ
く
「
サ
テ
」
が
「
カ
ク
テ
」
の
【
地
の
文
・

文
頭
】
で
約
四
倍
（「
カ
ク
テ
」
28
：「
サ
テ
」
105
で
、
約
1
：
3
・
8
）、

【
非
地
の
文
・
文
頭
】
で
約
一
八
倍
（「
カ
ク
テ
」
9
：「
サ
テ
」
165
で
、

約
1
：
18
）
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
が
現
れ
る
文
の
位
置
に
着
目

す
る
と
、「
カ
ク
テ
」
の
使
用
が
優
勢
で
あ
っ
た
中
古
に
お
い
て
既
に
、

【
非
地
の
文
・
文
頭
】
に
お
い
て
は
「
サ
テ
」
が
「
カ
ク
テ
」
よ
り
も

八
倍
ほ
ど
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、「
サ
テ
」
の

使
用
が
優
勢
と
な
っ
た
中
世
に
お
い
て
は
、
中
古
か
ら
引
き
続
き
、【
非

地
の
文
・
文
頭
】
で
一
八
倍
ほ
ど
も
、
ま
た
【
地
の
文
・
文
頭
】
で
も

四
倍
ほ
ど
「
サ
テ
」
が
「
カ
ク
テ
」
よ
り
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
変
化
は
、「
サ
テ
」
の
使
用
環
境
の
拡
大
と
考
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
中
古
で
は
【
非
地
の
文
・
文
頭
】、
言
い
換
え
れ
ば
【
対
話
文
】、

【
心
内
話
文
】、【
消
息
文
】
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の

文
に
お
い
て
「
カ
ク
テ
」
よ
り
も
優
勢
使
用
さ
れ
て
い
た
「
サ
テ
」
が
、

中
世
に
な
っ
て
使
用
環
境
を
増
や
し
、【
地
の
文
・
文
頭
】、
言
い
換
え

れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
で
は
な
い
文
に
お
い
て
も
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
中
古
・
中
世
に
お
け
る
「
カ
ク
テ
」、「
サ

テ
」
の
相
関
性
を
詳
し
く
見
る
た
め
に
、【
地
の
文
】
と
【
非
地
の
文
】

を
総
括
し
て
、
事
項
で
は
機
能
の
別
に
着
目
し
て
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」

を
分
類
す
る
こ
と
と
す
る
。

五
．「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
分
類

　

前
項
ま
で
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
機
能
に
つ

い
て
確
認
し
て
お
く
。
本
論
で
は
、
中
古
・
中
世
散
文
作
品
中
の
「
カ

ク
テ
」、「
サ
テ
」
を
以
下
の
よ
う
に
機
能
別
に
分
類
す
る
。

①
．
話
の
場
面
に
実
態
と
し
て
そ
の
内
容
が
存
在
し
て
い
る
「
カ
ク
テ
」、

ま
た
、
そ
の
前
部
に
、
そ
の
実
態
が
語
的
・
文
的
な
要
素
と
し
て
文
中

に
示
さ
れ
て
い
る
対
象
と
、
そ
の
後
部
と
の
関
係
付
け
を
行
う
「
カ
ク

テ
」、「
サ
テ
」。（
こ
こ
で
は
文
中
に
示
さ
れ
て
い
る
対
象
の
部
分
に
、

波
線
を
付
し
て
示
す
。
以
下
同
。）

　

①
―
Ａ
．
文
中
に
置
か
れ
る
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」。

　
（
1
）「
あ
は
れ
。
こ
れ
よ
り
帰
り
な
む
。
屎
つ
き
に
た
り
。
い
と
臭

く
て
行
き
た
ら
ば
、
な
か
な
か
う
と
ま
れ
な
む
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
帯

刀
笑
ふ
笑
ふ
、「
か
か
る
雨
に
、
か
く
て
お
は
し
ま
し
た
ら
ば
、
御
志

を
思
さ
む
人
は
、
麝
香
の
香
に
も
嗅
ぎ
な
し
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
む
。

（『
落
窪
物
語
』
巻
之
一
、
六
三
頁
）

　
（
2
）
わ
た
く
し
が
相
伝
の
主
殿
忠
盛
を
こ
よ
い
を
の
を
の
闇
討
ち

に
召
さ
れ
う
と
あ
る
こ
と
を
伝
え
聞
い
て
ご
ざ
る
ほ
ど
に
，
そ
の
な
ら

れ
う
ず
る
様
を
見
と
ど
け
う
と
て
，か
く
て
ま
か
り
い
る
ほ
ど
に
，（『
天



― 44 ―

中古・中世散文作品における「カクテ」、「サテ」の機能の差異（百瀬）

草
版
平
家
物
語
』
巻
第
一
、
五
頁
）

　
（
3
）「
雨
い
み
じ
う
降
る
を
り
に
来
た
る
人
な
む
、
あ
は
れ
な
る
。

日
ご
ろ
お
ぼ
つ
か
な
く
、
つ
ら
き
事
も
あ
り
と
も
、
さ
て
濡
れ
て
来
た

ら
む
は
、
憂
き
事
も
み
な
忘
れ
ぬ
べ
し
」（『
枕
草
子
』
第
二
七
四
段
、

四
二
五
頁
）

　
（
4
）
さ
て
少
将
わ
今
し
ば
ら
く
も
念
仏
の
功
を
も
積
み
た
う
ご
ざ

れ
ど
も
，
都
に
待
つ
人
ど
も
も
，
心
も
と
な
う
ご
ざ
ら
う
ず
る
ほ
ど
に
，

ま
づ
ま
か
り
上
る
：
ま
た
こ
そ
参
ら
う
ず
れ
と
言
う
て
，
亡
者
に
い
と

ま
ご
い
を
し
て
，
泣
く
泣
く
そ
こ
を
た
た
れ
た
．
草
の
か
げ
で
も
さ
こ

そ
名
残
を
し
ゅ
う
思
わ
れ
つ
ら
う
：
さ
れ
ど
も
さ
て
あ
ら
う
ず
る
こ
と

で
な
け
れ
ば
，
そ
こ
を
た
っ
て
同
じ
三
月
の
十
九
日
に
少
将
わ
鳥
羽
え

明
か
う
つ
か
れ
た
．（『
天
草
版
平
家
物
語
』
巻
第
一
、
七
九
頁
）

　

こ
の
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
は
副
詞
の
よ
う
に
は
た
ら
く
。

　

①
―
Ｂ
1
．
文
頭
に
置
か
れ
る
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」。（
こ
の
「
文

頭
」
と
は
、
話
者
が
交
替
す
る
対
話
文
の
文
頭
以
外
の
文
頭
を
指
す
。）

（
5
）
二
月
の
二
十
日
あ
ま
り
、
朱
雀
院
に
行
幸
あ
り
。（
略
）
か
く
て

大
学
の
君
、
そ
の
日
の
文
う
つ
く
し
う
作
り
た
ま
ひ
て
、
進
士
に
な
り

た
ま
ひ
ぬ
。（『
源
氏
物
語
』
少
女
、
七
六
頁
）

（
6
）
御
覧
じ
て
、
さ
す
が
に
を
か
し
と
お
ぼ
せ
ど
も
、「
世
の
つ
つ
ま

し
け
れ
ば
」
と
て
、
御
返
事
も
な
し
。
か
く
て
過
ぐ
る
ほ
ど
に
、
姫
君

の
御
乳
母
、
例
な
ら
ぬ
心
地
し
て
、
里
へ
出
で
に
け
り
。（『
住
吉
物
語
』

上
巻
、
四
八
頁
）

（
7
）「
か
れ
は
、
い
と
あ
や
し
き
人
の
癖
に
て
、
文
一
く
だ
り
や
り
つ

る
が
、
は
づ
る
る
や
う
な
け
れ
ば
、
人
の
妻
、
帝
の
御
妻
も
持
た
る
ぞ

か
し
。
さ
て
身
い
た
づ
ら
に
な
り
た
る
や
う
な
る
ぞ
か
し
。」（『
落
窪

物
語
』
巻
之
一
、
九
三
頁
）

（
8
）「
此
神
輿
か
き
か
へ
し
奉
れ
や
」
と
僉
議
し
け
れ
ば
、
数
千
人
の

大
衆
、
先
陣
よ
り
後
陣
ま
で
、
皆
、
尤
々
と
ぞ
同
じ
け
る
。
さ
て
神
輿

を
先
立
て
参
ら
せ
て
、
東
の
陣
頭
、
待
賢
門
よ
り
入
れ
奉
ら
む
と
し
け

れ
ば
、（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
一
・
神
輿
振
、
八
七
頁
）

こ
の
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
も
副
詞
の
よ
う
に
は
た
ら
く
。
こ
こ
に
分

類
さ
れ
る「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」の
例
は
、そ
の
前
部
に「
カ
ク
テ
」、「
サ

テ
」
の
内
容
が
語
的
・
文
的
な
要
素
と
し
て
表
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
を
副
詞
と
こ
こ
で
は
し
て
お
く
が
、
そ
の

機
能
は
接
続
詞
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

①
―
Ｂ
2
．
話
者
が
交
替
す
る
対
話
文
の
文
頭
に
置
か
れ
る
「
カ
ク

テ
」、「
サ
テ
」。

〈
こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
「
カ
ク
テ
」
の
例
は
な
い
。〉

（
9
）「
こ
の
鹿
の
鳴
く
は
聞
き
た
う
ぶ
や
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、「
さ
聞

き
は
べ
り
」
と
い
ら
へ
け
り
。
男
、「
さ
て
、
そ
れ
を
ば
い
か
が
聞
き

た
ま
ふ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
女
ふ
と
い
ら
へ
け
り
。（『
大
和
物
語
』
一

五
八
段
、
三
九
四
頁
）

（
10
）「
あ
れ
は
い
か
な
る
鳥
居
や
ら
ん
」
と
問
ひ
給
へ
ば
、「
春
日
大

明
神
の
御
鳥
井
な
り
」
と
申
す
。
人
多
く
群
集
し
た
り
。
其
中
に
法
師
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の
頸
を
、
一
つ
さ
し
あ
げ
た
り
。「
さ
て
あ
の
く
び
は
い
か
に
」
と
問

ひ
給
へ
ば
、（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
三
・
無
文
、
二
三
二
頁
）

こ
の
「
サ
テ
」
は
副
詞
の
よ
う
に
は
た
ら
く
が
、
特
に
対
話
の
話
者
の

交
替
を
表
す
マ
ー
カ
ー
（
談
話
標
識
）
と
し
て
の
機
能
を
示
す
。

②
．「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
が
指
示
す
る
内
容
が
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」

の
前
文
脈
に
具
体
的
に
文
や
句
、
語
な
ど
の
形
で
認
め
ら
れ
な
い
「
カ

ク
テ
」、「
サ
テ
」。

　

②
―
Ａ
．
そ
の
前
部
ま
で
の
話
の
内
容
を
承
け
つ
つ
、
文
脈
を
一
旦

切
る
位
置
、
つ
ま
り
文
頭
に
置
か
れ
、
新
た
な
物
語
、
章
段
、
話
題
な

ど
の
始
ま
り
を
示
し
、
話
の
場
を
転
換
さ
せ
る
機
能
を
も
っ
て
は
た
ら

く
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」。

（
11
）
兵
衛
の
尉
、
山
吹
に
つ
け
て
お
こ
せ
た
り
け
る
。〈
和
歌
・
略
〉

と
な
む
。
返
し
は
知
ら
ず
。
か
く
て
、
こ
れ
は
、
女
、
通
ひ
け
る
時
に
、

（『
大
和
物
語
』
一
一
三
段
、
三
三
七
頁
）

（
12
）
子
孫
の
官
途
も
、
竜
の
雲
に
昇
る
よ
り
は
、
猶
す
み
や
か
な
り
。

九
代
の
先
蹤
を
こ
え
給
ふ
こ
そ
目
出
た
け
れ
。
か
く
て
清
盛
公
、
仁
安

三
年
十
一
月
十
一
日
、
年
五
十
一
に
て
、
病
に
を
か
さ
れ
、
存
命
の
為

に
忽
ち
に
出
家
入
道
す
。（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
一
・
禿
髪
、

二
九
頁
）

（
13
）
女
、〈
和
歌
・
略
〉
な
ど
な
む
、
い
ひ
お
こ
せ
た
り
け
る
。
さ
り

け
れ
ば
、
久
し
く
も
長
居
で
、
帰
り
来
に
け
り
。〈
こ
こ
ま
で
三
五
段
。〉

さ
て
、
こ
の
男
、
そ
の
年
の
秋
、
西
の
京
極
、
九
条
の
ほ
ど
に
い
き
け

り
。（『
平
中
物
語
』
三
六
段
、
五
二
二
頁
〈
こ
れ
は
三
六
段
の
冒
頭
に

置
か
れ
た
「
サ
テ
」
の
例
。〉）

（
14
）「
侍
共
に
矢
一
つ
射
か
け
候
は
ん
」
と
申
し
け
れ
ば
、「
年
来
の

重
恩
を
忘
れ
て
、
今
此
有
様
を
見
は
て
ぬ
不
当
人
を
ば
、
さ
な
く
と
も

あ
り
な
ん
」
と
宣
へ
ば
、
力
お
よ
ば
で
と
ど
ま
り
け
り
。「
扨
小
松
殿

の
君
達
は
い
か
に
」
と
宣
へ
ば
、「
い
ま
だ
御
一
所
も
見
え
さ
せ
給
ひ

候
は
ず
」
と
申
す
。（『
平
家
物
語
』
覚
一
本
、
巻
第
七
・
一
門
都
落
、

八
三
頁
）

　

こ
の
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
は
、
文
頭
に
置
か
れ
、
接
続
詞
の
よ
う

な
機
能
を
示
す
。

②
―
Ｂ
．
感
動
詞
の
よ
う
に
は
た
ら
く
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」。

〈
こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
「
カ
ク
テ
」
の
例
は
な
い
。〉

　

こ
の
「
サ
テ
」
は
「
さ
て
さ
て
」、「
こ
れ
は
さ
て
」、「
さ
て
い
か
に

せ
む
」、「
ま
ず
は
さ
て
」、「
さ
て
こ
れ
わ
」、「
さ
て
こ
れ
は
」、「
何
が

さ
て
」
な
ど
の
連
語
の
形
式
を
と
る
こ
と
も
あ
り
、
文
中
で
感
動
詞
な

ど
と
し
て
は
た
ら
く
。

（
15
）「
男
し
も
な
む
仔
細
な
き
も
の
は
は
べ
め
る
」
と
申
せ
ば
、
残
り

を
言
は
せ
む
と
て
、「
さ
て
さ
て
を
か
し
か
り
け
る
女
か
な
」
と
す
か

い
た
ま
ふ
を
、
心
は
得
な
が
ら
、
鼻
の
わ
た
り
を
こ
つ
き
て
語
り
な
す
。

（『
源
氏
物
語
』
帚
木
、
八
六
頁
）

（
16
）
波
多
野
、「
尤
も
さ
こ
そ
候
は
め
」
と
て
、
太
刀
を
抜
き
、
引
き

そ
ば
め
て
、近
付
き
け
れ
ば
、少
き
者
ど
も
、太
刀
の
影
に
驚
き
て
、「
こ

れ
は
、
さ
て
、
実
に
失
は
ん
ず
る
に
や
。
暫
し
助
け
よ
や
」
と
て
、（『
保



― 46 ―

中古・中世散文作品における「カクテ」、「サテ」の機能の差異（百瀬）

元
物
語
』
下
、
義
朝
幼
少
の
弟
悉
く
失
は
る
る
事
、
三
五
七
頁
）

こ
の
「
サ
テ
」
は
、
感
動
詞
の
よ
う
な
機
能
を
示
す
。

　

次
に
、
こ
の
分
類
を
基
に
中
古
と
中
世
の
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の

機
能
の
差
異
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

六
．「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
機
能
の
差
異

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
を
（
表
六
）、（
表
七
）
に
ま
と
め
、
そ
こ
か
ら
以

下
の
こ
と
が
分
か
る
。

・（
分
類
項
目
①
―
Ａ
よ
り
）
文
中
に
置
か
れ
て
副
詞
と
し
て
機
能
す

る
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
は
、
中
古
で
は
「
カ
ク
テ
」
が
「
サ
テ
」
の

二
倍
近
く
使
用
さ
れ
て
い
る
（「
カ
ク
テ
」
201
例
：「
サ
テ
」
104
例
で
、

約
1
・
9
倍
）。
し
か
し
、
中
世
で
は
「
カ
ク
テ
」
と
「
サ
テ
」
の
使
用

は
あ
ま
り
差
が
な
い（「
カ
ク
テ
」38
例
：「
サ
テ
」29
例
で
約
1
・
3
倍
）。

こ
れ
は
、「
サ
テ
」
の
文
中
に
お
け
る
副
詞
機
能
が
元
来
「
カ
ク
テ
」

よ
り
も
小
さ
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、「
カ
ク
テ
」

自
体
も
こ
の
用
法
で
は
中
古
と
中
世
で
五
倍
以
上
の
差
が
あ
る
（
中
古

「
カ
ク
テ
」
201
：
中
世
「
カ
ク
テ
」
38
で
約
5
・
3
倍
）
こ
と
か
ら
、
中

世
で
は
「
カ
ク
テ
」
に
替
わ
る
副
詞
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
は
「
サ
テ
」
で
は
な
い
、
そ
の
他
の
形
式
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
、
考
え
て
い
き
た
い
。

・（
分
類
項
目
①
―
Ｂ
1
よ
り
）
文
頭
に
置
か
れ
て
副
詞
と
し
て
機
能

す
る
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
は
、
中
古
で
は
「
カ
ク
テ
」
が
、
中
世
で

は
「
サ
テ
」
が
優
勢
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
中
古
で
は
「
カ
ク
テ
」

550
例
：「
サ
テ
」
249
例
で
「
カ
ク
テ
」
が
「
サ
テ
」
の
約
2
・
2
倍
、
中

世
で
は
「
カ
ク
テ
」
が
36
例
：「
サ
テ
」
167
例
で
「
サ
テ
」
が
「
カ
ク
テ
」

の
約
4
・
6
倍
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
中
古
か
ら
中
世
に
か

け
て
、「
話
の
内
容
そ
の
も
の
を
場
面
の
よ
う
に
直
示
的
に
指
示
し
て
」

踏
ま
え
る
「
カ
ク
テ
」
型
の
副
詞
か
ら
、「
話
の
進
行
や
展
開
を
文
脈

と
し
て
照
応
的
に
指
示
し
て
」
踏
ま
え
る
「
サ
テ
」
型
の
副
詞
が
優
勢

に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
カ
ク
テ
」
は
直
示
用

法
が
、「
サ
テ
」
は
照
応
用
法
が
主
用
法
で
あ
る
が
、「
言
語
外
世
界
に

あ
ら
か
じ
め
存
在
す
る
と
話
し
手
が
認
め
る
対
象
を
直
接
指
し
示
し
、

言
語
的
文
脈
に
取
り
込
む
」（
金
水
（
一
九
九
九
）、
六
八
頁
）
直
示
に

対
し
、「
言
語
外
世
界
と
は
関
係
な
く
、
先
行
文
脈
に
よ
っ
て
概
念
的

に
設
定
さ
れ
た
対
象
を
指
し
示
す
」（
同
、
六
九
頁
）
照
応
は
、
言
語

外
世
界
に
既
存
す
る
対
象
の
み
な
ら
ず
、「
言
語
的
文
脈
に
よ
っ
て
作

ら
れ
る
状
況
」（
同
、
七
九
頁
）
に
あ
る
対
象
を
指
し
示
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
作
品
中
の
人
物
個
人
の
心
内
話
や
そ
れ
に
基
づ
く
仮
定
な

ど
を
も
指
示
対
象
に
な
し
え
、
そ
れ
が
た
め
に
、
文
頭
に
現
れ
て
前
文

や
前
文
脈
を
指
示
し
て
副
詞
と
し
て
機
能
す
る
に
は
「
カ
ク
テ
」
よ
り

も
「
サ
テ
」
が
優
勢
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

・（
分
類
項
目
①
―
Ｂ
2
よ
り
）
対
話
文
中
で
、
話
者
交
替
が
見
ら
れ

る
と
き
に
後
発
の
対
話
文
の
冒
頭
に
置
か
れ
、
先
発
の
対
話
文
の
内
容

を
引
き
取
る
機
能
は
、「
カ
ク
テ
」
に
は
見
ら
れ
ず
、「
サ
テ
」
に
見
ら

れ
る
。
こ
れ
は
「
サ
テ
」
の
主
用
法
で
あ
る
照
応
用
法
に
基
づ
く
機
能
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（
表
六
）「
カ
ク
テ
」
の
機
能
別
用
例
数

※
数
値
は
そ
こ
に
分
類
さ
れ
る
用
例
数
を
指
す
。（
以
下
同
。）

時代 中古 中世
計

分類 頭 中 頭 中

①―Ａ 0 201 0 38 239

①―Ｂ1 550 0 36 0 586

①―Ｂ2 0 0 0 0 0

②―Ａ 1 0 1 0 2

②―Ｂ 0 0 0 0 0

計
551 201 37 38

752 75

合計 827

（
表
七
）「
サ
テ
」
の
機
能
別
用
例
数

時代 中古 中世
計

分類 頭 中 頭 中

①―Ａ 0 104 0 29 133

①―Ｂ1 249 0 167 0 416

①―Ｂ2 52 0 93 0 145

②―Ａ 33 0 37 0 70

②―Ｂ 5 1 99 28 133

計
339 105 396 57

444 453

合計 897
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で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

・（
分
類
項
目
②
―
Ａ
よ
り
）
機
能
別
の
分
類
の
中
で
、
最
も
中
古
と

中
世
の
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
で
差
異
が
大
き
か
っ
た
項
目
で
あ
る
。

そ
の
指
示
内
容
が
前
部
に
語
的
要
素
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、

そ
の
前
部
ま
で
の
話
の
内
容
を
承
け
つ
つ
、
文
頭
に
置
か
れ
、
新
た
な

物
語
な
ど
の
始
ま
り
を
示
し
、話
の
場
を
転
換
さ
せ
る
機
能
を
も
つ「
カ

ク
テ
」、「
サ
テ
」
は
接
続
詞
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い

と
思
わ
れ
る
。
中
古
の
「
カ
ク
テ
」
1
例
：
中
古
の
「
サ
テ
」
33
例
で

三
三
倍
、
中
世
の
「
カ
ク
テ
」
1
例
：
中
世
の
「
サ
テ
」
37
例
で
三
七

倍
と
い
う
用
例
数
の
差
が
「
カ
ク
テ
」
と
「
サ
テ
」
に
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
接
続
詞
と
し
て
の
機
能
は
「
カ
ク
テ
」
よ
り
も
「
サ

テ
」
に
優
勢
に
見
ら
れ
る
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
サ
テ
」

の
接
続
詞
的
用
法
に
つ
い
て
は
、
四
．
二
．
で
述
べ
た
よ
う
に
、
中
古

で
は
【
非
地
の
文
】
で
「
カ
ク
テ
」
よ
り
も
優
勢
に
使
用
さ
れ
て
い
た

「
サ
テ
」
が
、
中
世
に
な
っ
て
【
非
地
の
文
】
だ
け
で
な
く
【
地
の
文
】

で
も
「
カ
ク
テ
」
に
優
勢
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
つ

ま
り
、「
サ
テ
」
の
使
用
環
境
の
拡
大
す
な
わ
ち
、
元
来
口
頭
語
で
あ
っ

た
「
サ
テ
」
が
そ
の
使
用
環
境
を
拡
大
し
、
文
章
語
と
し
て
も
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、分
類
項
目（
①
―
Ｂ
1
）の
箇
所
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
カ

ク
テ
」
の
「
カ
ク
」
が
、
言
語
外
世
界
に
既
存
す
る
対
象
を
指
示
す
る

の
に
比
し
、「
サ
テ
」
の
「
サ
」
は
「
言
語
的
文
脈
に
よ
っ
て
作
ら
れ

る
状
況
」（
金
水
（
一
九
九
九
）、
七
九
頁
）
に
あ
る
対
象
を
指
し
示
す

こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
前
文
、
前
文
脈
な
ど
を
指
示
し
て
後
部
に

話
を
関
係
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
汎
用
性
の
高
さ
か
ら
「
サ
テ
」

は
地
の
文
で
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
話
の
内

容
そ
の
も
の
を
指
示
す
る
の
で
は
な
く
（
こ
れ
は
副
詞
の
機
能
で
あ

る
。）、
話
の
進
行
や
展
開
な
ど
を
示
す
（
こ
れ
は
接
続
詞
の
機
能
で
あ

る
。）
接
続
詞
と
し
て
は
た
ら
く
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
ま
た
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
地
の
文
が
、
文
頭
に
接
続
詞
の

よ
う
に
は
た
ら
く
「
サ
テ
」
な
ど
を
置
い
て
文
と
文
と
の
関
係
付
け
を

行
う
形
で
文
を
ま
と
め
る
と
い
っ
た
文
ど
う
し
の
結
束
の
さ
せ
方
が
、

中
世
で
は
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う（

（
（

。

・（
分
類
項
目
②
―
Ｂ
よ
り
）
感
動
詞
の
よ
う
に
は
た
ら
く
機
能
は
「
カ

ク
テ
」
に
は
見
ら
れ
ず
「
サ
テ
」
の
方
に
見
ら
れ
る
機
能
で
あ
る
。
中

古
の
「
サ
テ
」
6
例
：
中
世
の
「
サ
テ
」
127
例
と
い
う
二
一
倍
以
上
の

用
例
数
の
差
か
ら
は
、
こ
の
機
能
が
中
世
に
な
っ
て
か
ら
発
達
し
た
こ

と
が
分
か
る
。
こ
の
機
能
の
「
サ
テ
」
は
中
世
の
対
話
文
に
特
に
増
加

し
て
い
る（

（
（

。「
サ
テ
」
が
感
動
詞
と
し
て
は
た
ら
く
よ
う
に
な
る
出
発

点
と
し
て
の
、
疑
問
文
（
話
し
手
の
感
動
、
情
意
を
表
す
文
）
と
の
結

び
つ
き
は
、
中
古
の
用
例
か
ら
も
認
め
ら
れ
る（

（
（

。
初
め
は
（「
サ
テ
」

＋
疑
問
文
の
形
式
を
も
つ
文
）
と
い
う
形
を
取
り
、
後
続
す
る
疑
問
文

（
話
し
手
の
感
動
や
情
意
を
表
す
文
）
を
強
調
す
る
よ
う
に
は
た
ら
い

て
い
た
「
サ
テ
」
は
、
次
第
に
疑
問
文
で
は
な
い
文
も
後
続
す
る
よ
う

に
な
り
、「
サ
テ
」
自
体
が
話
し
手
の
感
動
や
情
意
を
表
す
感
動
詞
と

し
て
は
た
ら
く
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
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こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、「
カ
ク
テ
」
と
「
サ
テ
」
の
差
異
は
、
指

示
副
詞
「
カ
ク
」
と
「
サ
」
の
差
異
で
あ
り
、「
言
語
外
世
界
に
あ
ら

か
じ
め
存
在
す
る
と
話
し
手
が
認
め
る
対
象
を
直
接
指
し
示
し
、
言
語

的
文
脈
に
取
り
込
む
」（
金
水
（
一
九
九
九
）、
六
八
頁
）
直
示
用
法
が

主
で
あ
る
「
カ
ク
」
に
由
来
す
る
「
カ
ク
テ
」
に
対
し
、「
言
語
外
世

界
と
は
関
係
な
く
、
先
行
文
脈
に
よ
っ
て
概
念
的
に
設
定
さ
れ
た
対
象

を
指
し
示
す
（
同
、
六
九
頁
）
照
応
用
法
が
主
で
あ
る
「
サ
」
に
由
来

す
る
「
サ
テ
」
の
差
異
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
両
語
の
差

異
は
「
カ
ク
テ
」
の
「
カ
ク
」、「
サ
テ
」
の
「
サ
」
と
い
う
、
両
語
が

由
来
す
る
指
示
副
詞
の
指
示
が
、
言
語
外
世
界
（「
カ
ク
」）
か
、
言
語

的
文
脈
（「
サ
」）
か
の
、
ど
ち
ら
に
依
存
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に

起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
両
語
は
、
指
示
副
詞
に
由
来
し
て
い
る
が
、

こ
の
両
語
が
由
来
す
る
指
示
副
詞
「
カ
ク
」、「
サ
」
の
指
示
は
、
性
質

が
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
カ
ク
」
を
含
む
指
示
詞

の
コ
系
列
と
「
サ
」
を
含
む
指
示
詞
の
ソ
系
列
の
差
異
を
ま
と
め
て
、

金
水
は
「
ソ
系
列
指
示
詞
が
あ
く
ま
で
言
語
的
文
脈
に
依
存
し
て
い
る

の
に
対
し
、
コ
系
列
の
使
用
は
、
談
話
主
題
の
指
定
と
い
う
、
談
話
に

先
だ
っ
て
決
定
さ
れ
る
言
語
外
的
な
話
し
手
の
行
為
に
依
存
し
て
い

る
」（
金
水
（
一
九
九
九
）・
七
九
頁
）
と
す
る
。
分
類
項
目
①
―
Ｂ
2

の
「
話
者
が
交
替
す
る
対
話
文
の
文
頭
に
置
か
れ
る
『
カ
ク
テ
』、『
サ

テ
』」
や
、
分
類
項
目
②
―
Ｂ
の
「
感
動
詞
の
よ
う
に
は
た
ら
く
『
カ

ク
テ
』、『
サ
テ
』」
に
「
カ
ク
テ
」
の
例
が
な
い
こ
と
も
、
こ
れ
に
よ

り
説
明
が
可
能
と
な
る
。
分
類
項
目
①
―
Ｂ
2
は
、
話
し
手
が
異
な
る

先
行
発
話
を
指
し
、
後
行
発
話
に
関
係
付
け
る
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ

る
。
ゆ
え
に
そ
れ
は
、
言
語
外
の
既
存
の
対
象
で
は
な
く
、
別
の
話
者

に
よ
る
発
話
と
い
う
言
語
的
文
脈
そ
の
も
の
を
指
し
示
す
機
能
を
持
つ

「『
サ
』
テ
」
に
よ
っ
て
し
か
成
し
得
な
い
。
ま
た
、
分
類
項
目
②
―
Ｂ

は
、
話
し
手
の
感
動
、
感
情
に
よ
っ
た
発
話
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

言
語
外
世
界
に
あ
る
既
存
の
対
象
と
は
元
来
結
び
付
か
な
い
。
ゆ
え
に

感
動
し
た
話
者
が
行
う
発
話
と
い
う
言
語
的
文
脈
そ
の
も
の
を
指
し
示

す
機
能
を
持
つ
「『
サ
』
テ
」
に
よ
っ
て
し
か
成
し
得
な
い
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

七
．
ま
と
め

　

以
上
、
本
論
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

　
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
差
異
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
そ
の
時

代
別
の
使
用
状
況
を
見
た
と
こ
ろ
、
用
例
数
を
比
較
す
る
と
中
古
で
は

「
カ
ク
テ
」
が
、
中
世
で
は
「
サ
テ
」
が
優
勢
で
あ
り
、
そ
の
出
現
環

境
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
中
古
で
は
【
非
地
の
文
・
文
頭
】
で
優
勢
に

使
用
さ
れ
て
い
た
「
サ
テ
」
が
、
中
世
で
は
【
地
の
文
・
文
頭
】
と
【
非

地
の
文
・
文
頭
】
で
優
勢
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ

の
事
実
を
基
に
、
本
論
で
扱
っ
た
用
例
の
全
て
を
分
類
項
目
①
―
Ａ
、

①
―
Ｂ
1
、
①
―
Ｂ
2
、
②
―
Ａ
、
②
―
Ｂ
の
五
種
に
分
類
し
た
。

　

分
類
項
目
①
―
Ａ
「
文
中
に
置
か
れ
て
副
詞
と
し
て
機
能
す
る
『
カ

ク
テ
』、『
サ
テ
』」
で
の
「
サ
テ
」
の
文
中
に
お
け
る
副
詞
機
能
が
元
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来
「
カ
ク
テ
」
よ
り
も
小
さ
か
っ
た
こ
と
、
分
類
項
目
①
―
Ｂ
1
「（
話

者
交
替
の
あ
る
対
話
文
以
外
の
）
文
頭
に
置
か
れ
る
『
カ
ク
テ
』、『
サ

テ
』」で
の
、文
頭
に
置
か
れ
て
副
詞
と
し
て
機
能
す
る「
カ
ク
テ
」、「
サ

テ
」
は
、
中
古
で
は
「
カ
ク
テ
」
が
、
中
世
で
は
「
サ
テ
」
が
優
勢
に

な
る
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
、
分
類
項
目
②
―
Ａ
の
、
そ
の
指
示
内
容
が

前
部
に
語
的
要
素
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の
前
部
ま
で

の
話
の
内
容
を
承
け
つ
つ
文
頭
に
置
か
れ
、
新
た
な
物
語
な
ど
の
始
ま

り
を
示
し
話
の
場
を
転
換
さ
せ
る
機
能
を
も
つ
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」

が
接
続
詞
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
こ
の
機
能

は
元
来
「
カ
ク
テ
」
よ
り
も
「
サ
テ
」
に
優
勢
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
、

分
類
項
目
①
―
Ｂ
2
「
話
者
が
交
替
す
る
対
話
文
の
文
頭
に
置
か
れ
る

『
カ
ク
テ
』、『
サ
テ
』」、
分
類
項
目
②
―
Ｂ
の
「
感
動
詞
の
よ
う
に
は

た
ら
く
『
カ
ク
テ
』、『
サ
テ
』」
に
「
サ
テ
」
の
例
の
み
で
「
カ
ク
テ
」

の
例
が
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
が
言
語
外
に
既
存
の
対
象
を
指
す
「『
カ

ク
』
テ
」
と
は
異
な
る
、
言
語
的
文
脈
そ
の
も
の
を
指
し
示
す
機
能
を

持
つ
「『
サ
』
テ
」
に
よ
っ
て
し
か
成
し
得
な
い
機
能
で
あ
る
か
ら
と

ま
と
め
た
。

　

そ
し
て
用
例
か
ら
実
証
的
に
、
①
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
機
能
の

差
異
は
、
指
示
副
詞
「
カ
ク
」
と
「
サ
」
の
差
異
で
あ
り
、「
言
語
外

世
界
に
あ
ら
か
じ
め
存
在
す
る
と
話
し
手
が
認
め
る
対
象
を
直
接
指
し

示
し
、
言
語
的
文
脈
に
取
り
込
む
」（
金
水
（
一
九
九
九
）、
六
八
頁
）

直
示
用
法
が
主
で
あ
る「
カ
ク
」に
由
来
す
る「
カ
ク
テ
」に
対
し
、「
言

語
外
世
界
と
は
関
係
な
く
、
先
行
文
脈
に
よ
っ
て
概
念
的
に
設
定
さ
れ

た
対
象
を
指
し
示
す
」（
同
、
六
九
頁
）
照
応
用
法
が
主
で
あ
る
「
サ
」

に
由
来
す
る
「
サ
テ
」
の
差
異
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

②
「
カ
ク
テ
」、「
サ
テ
」
の
機
能
の
差
異
は
、「
カ
ク
テ
」
の
「
カ
ク
」、

「
サ
テ
」
の
「
サ
」
と
い
う
、
両
語
が
由
来
す
る
指
示
副
詞
の
指
示
が
、

言
語
外
世
界
（「
カ
ク
」）
か
、
言
語
的
文
脈
（「
サ
」）
か
の
、
ど
ち
ら

に
依
存
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
を
述
べ
た
。

（
注
）

（
1
）
岡
﨑
（
二
〇
〇
二
）。

（
2
）『
う
つ
ほ
物
語
』
の
【
地
の
文
・
文
頭
】
に
お
け
る
「
カ
ク
テ
」
の
用
例

数
に
つ
い
て
は
、『
栄
花
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』
の
「
カ
ク
テ
」
を
扱
っ

た
渡
瀬
（
一
九
八
一
）
が
述
べ
る
、「「
か
く
て
」
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る

の
は
、
人
々
の
営
為
と
は
無
関
係
に
厳
然
と
流
れ
る
客
観
的
な
時
間
で
あ

る
。」（
渡
瀬
（
同
）、
一
七
頁
）
と
同
様
の
、
接
続
詞
的
機
能
を
も
つ
「
サ
テ
」

発
達
以
前
の
時
期
の
、
接
続
詞
的
機
能
を
も
つ
「
カ
ク
テ
」
に
よ
る
、
物
語

の
長
編
化
の
た
め
の
多
用
と
本
論
で
は
考
え
て
お
く
。

（
3
）
百
瀬
（
二
〇
一
七
）。

（
4
）
百
瀬
（
二
〇
一
九
）。

（
5
）
百
瀬
（
二
〇
一
八
）、
五
一
頁
。

（
6
）「
さ
て
何
事
ぞ
」（『
枕
草
子
第
六
段
、
三
八
頁
』、「
さ
て
い
か
が
お
は
し

ま
す
。」（『
浜
松
中
納
言
物
語
』
巻
第
四
、
二
九
九
頁
）「
さ
て
さ
て
を
か
し

か
り
け
る
女
か
な
」（『
源
氏
物
語
』
帚
木
、
八
六
頁
）
な
ど
。

（
7
）
百
瀬
（
二
〇
一
八
）。
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（
参
考
文
献
）

糸
井
通
浩
（
一
九
八
七
）「
中
古
文
と
接
続
語
―
「
か
く
て
」「
さ
て
」
を
中
心

に
―
」『
日
本
語
学
』
第
6
巻
第
9
号
、
明
治
書
院
、
八
四
―
九
四
頁

岡
﨑
友
子
（
二
〇
〇
二
）「
指
示
副
詞
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
―
サ
系
列
・

ソ
系
を
中
心
に
―
」『
国
語
学
』
第
53
巻
3
号
、
国
語
学
会
、
一
―
一
七

頁

岡
﨑
友
子
（
二
〇
一
一
）「
指
示
詞
系
接
続
語
の
歴
史
的
変
化
―
中
古
の
「
カ

ク
テ
・
サ
テ
」
を
中
心
に
―
」『
日
本
語
文
法
の
歴
史
と
変
化
』
青
木
博

史
編
、
く
ろ
し
お
出
版
、
六
七
―
八
七
頁

神
谷
か
を
る
（
一
九
八
六
）「
中
古
語
の
文
と
句
の
連
接
―
源
氏
物
語
の
頃
ま

で
―
」『
日
本
語
学
』
ｖ
ｏ
ｌ
．
15
、
10
月
号
、
明
治
書
院
、
一
三
―
二

六
頁

金
水
敏
（
一
九
九
九
）「
日
本
語
の
指
示
詞
に
お
け
る
直
示
用
法
と
非
直
示
用

法
の
関
係
に
つ
い
て
」『
自
然
言
語
処
理
』
第
6
巻
第
4
号
、
自
然
言
語

処
理
学
会
、
六
七
―
九
一
頁

金
水
敏
（
二
〇
〇
〇
）「
指
示
詞
―
「
直
示
」
再
考
―
」
中
村
明
編
『
現
代
日

本
語
必
携
』『
別
冊
國
文
学
』
53
、
學
燈
社
、
一
六
〇
―
一
六
三
頁

高
橋
太
郎
（
一
九
五
六
）「「
場
面
」
と
「
場
」」『
国
語
国
文
』
二
五
（
九
）、

五
九
一
―
五
九
九
頁
〈
後
に
金
水
敏
・
田
窪
行
則
編
（
一
九
九
二
ａ
）『
指

示
詞
』
日
本
語
研
究
資
料
：
第
1
期
第
7
巻
、
ひ
つ
じ
書
房
、
三
八
―
四

六
頁
に
再
録
。〉

高
橋
尚
子
（
一
九
八
五
）「
中
古
接
続
詞
の
機
能
と
意
味
―
物
語
文
学
作
品
を

資
料
に
し
て
―
」『
愛
文
』
21
号
、
愛
媛
大
学
法
文
学
部
国
語
国
文
学
研

究
会
、
八
―
一
七
頁

西
田
隆
政
（
一
九
九
九
）「
指
示
語
「
か
く
て
」
と
源
氏
物
語
の
段
落
構
成
」『
国

語
語
彙
史
の
研
究
一
八
』、
国
語
語
彙
史
研
究
会
、
和
泉
書
院
、
八
七
―

九
九
頁

西
田
隆
政
（
二
〇
一
〇
）「
源
氏
物
語
の
地
の
文
に
お
け
る
指
示
語
「
か
く
て
」

の
用
法
に
つ
い
て
―
「
転
換
」
の
用
法
の
問
題
を
中
心
に
―
」『
源
氏
物

語
の
展
望
第
八
輯
』
森
一
郎
、
岩
佐
美
代
子
、
坂
本
共
展
編
、
三
弥
井
書

店
、
八
五
―
一
一
三
頁

長
谷
川
哲
子
（
二
〇
〇
〇
）「
転
換
の
接
続
詞
「
さ
て
」
に
つ
い
て
」『
日
本
語

教
育
』
105
号
、
日
本
語
教
育
学
会
、
二
一
―
三
〇
頁

藤
本
真
理
子
（
二
〇
〇
八
）「
ソ
系
列
指
示
詞
に
よ
る
聞
き
手
領
域
の
形
成
『
語

文
』
九
〇
、
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
、
四
〇
―
五
三
頁

百
瀬
み
の
り
（
二
〇
一
七
）「
古
典
物
語
作
品
に
お
け
る
談
話
分
析
―
話
者
交

替
の
位
置
に
現
れ
る
「
サ
テ
」
に
つ
い
て
―
」」『
詞
林
』
第
六
十
二
号
、

大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
、
二
八
―
四
九
頁
、

百
瀬
み
の
り
（
二
〇
一
八
）「
中
古
中
世
散
文
作
品
に
お
け
る
感
動
詞
「
サ
テ
」

の
成
立
―
前
文
脈
を
踏
ま
え
な
い
「
サ
テ
」
に
つ
い
て
―
」『
詞
林
』
第

六
十
四
号
、
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
、
四
七
―
六
二
頁

百
瀬
み
の
り
（
二
〇
一
九
）「
中
古
中
世
散
文
作
品
に
お
け
る
転
換
の
「
サ
テ
」

に
つ
い
て
―
接
続
詞
の
「
サ
テ
」
に
向
か
う
も
の
と
し
て
の
―
」『
詞
林
』

第
六
十
五
号
、
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
、
七
九
―
一
〇
二
頁

山
口
堯
二
（
一
九
八
〇
）『
古
代
接
続
法
の
研
究
』
明
治
書
院

渡
瀬
茂
（
一
九
八
一
）「『
栄
花
物
語
』
正
篇
に
お
け
る
歴
史
叙
述
の
時
間
―
「
か

く
て
」
の
機
能
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
語
と
国
文
学
』
第
58
巻
第
9
号
、

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
二
―
二
三
頁

（
用
例
採
集
資
料
及
び
参
考
資
料
）

・『
大
和
物
語
』『
平
中
物
語
』、『
う
つ
ほ
物
語
』、『
落
窪
物
語
』、『
枕
草
子
』、『
源

氏
物
語
』、『
堤
中
納
言
物
語
』、『
浜
松
中
納
言
物
語
』、『
住
吉
物
語
』、『
と
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り
か
へ
ば
や
物
語
』、『
保
元
物
語
』、『
平
治
物
語
』、『
平
家
物
語
』、『
狂
言

集
』
以
下
全
て
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
刊
行
）
に
拠
っ
た
。

・『
天
草
版
平
家
物
語
』
は
江
口
正
弘
著
（
一
九
八
六
）『
天
草
版
平
家
物
語
対

照
本
文
及
び
総
索
引
』（
明
治
書
院
刊
行
）
に
拠
っ
た
。

・『
角
川
古
語
大
辞
典
』（
一
九
九
四
）
中
村
幸
彦
、
岡
見
正
雄
、
阪
倉
篤
義
編
、

角
川
書
店

・
検
索
サ
イ
ト
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジhttp://japanknow

ledge.com
/

・
国
立
国
語
研
究
所
『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
（
Ｃ
Ｈ
Ｊ
）』（
コ
ー
パ
ス
検
索

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
『
中
納
言
』）

　

https://chunagon.ninjal.ac.jp/

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日　

共
に
二
〇
一
九
年
八
月
二
五
日
）

�

（
も
も
せ
・
み
の
り　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）




